
 

第８回 足利大学教養講座 

日時 平成３１年４月２３日（火） 

      午後１時３０分～午後３時（午後１時開場） 

会場 足利大学 本城キャンパス本館１階 交流センター 

講師 大沼 美雄（足利大学 講師） 

 

「平成」が終わります。約３０年ぶりに改元が行われます。

「令和」という新元号も発表されました。そもそも元号とは何

でしょうか。いつ始まったのでしょうか。また、過去にはどの

ような元号があったのでしょうか。また、過去の各元号の出典

はそれぞれ何であり、それらの考案者は誰だったのでしょうか。

また、改元にはどのような種類があり、どのようなタイミング

で行われて来たのでしょうか。なぜ「一年」とは言わずに「元

年」と言うのでしょうか。こういったことについて鎌倉時代の

学者．高辻長成（1205 年～1281 年）の『元秘抄』、戦国時代の

学者．東
ひがし

坊
ぼう

城
じょう

惟房（1460 年～1529 年）の『元号字抄』、江戸

時代の学者．
かい

貝
ばら

原
よし

好
ふる

古（1664 年～1700 年）の『大和事始』附録

の国朝年号譜、森鴎外の「元号考」などといった基本史料を使

いながら一つ一つ明らかにしていきます。 

また、「令和」の出典となった『万葉集』巻五の当該箇所につ

いて江戸時代の学者．
けい

契
ちゅう

沖（1640 年～1701 年）の『万葉代匠

記』や江戸時代の学者．岸本
ゆ

由
ず

豆
る

流（1789 年～1846 年）の『万

葉集攷証』（文政 11 年・1828 年）などを使って読み解き、新元

号の意味を明らかにしていきます。 
 

定員：５０名（先着順） 
     参加希望の方は、足利大学法人本部（電話 0284-62-9981）へお電話で 

お申し込みください。 受付時間：平日午前９時～午後５時 

参加費：無 料 

主催：足利大学  後援：足利市、足利市教育委員会 
 

 

 

 

問い合わせ先： 足利大学 法人本部 ☎0284(62)9981 

足利大学教養講座のご紹介 
「真理は人を自由にする」という考え方のもと、足利大学では高等教育機関の教養教育を広く市民の皆様に提供
することで、地域に貢献する知の拠点づくりを目指しています。人文科学、社会科学、自然科学、芸術など、リ
ベラルアーツをテーマとして、月１回程度の講座開催を予定しています。皆様のご参加をお待ちしております。 

岸本由豆流の『万葉集攷証』巻第五（万葉集叢書本、75 ページより） 

 


